
か
ぐ
や
姫
と
絵
巻
の
世
界

　
　
一
冊
で
読
む
竹
取
物
語 

訳
注
付

上
原
作
和

安
藤
　
徹 
編

外
山
敦
子 

武
　
蔵
　
野
　
書
　
院
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凡
　
例

○
底
本
に
つ
い
て
（
新
井
本
を
底
本
と
し
た
左
記
三
本
と
校
本
三
本
と
を
校
合
し
た
）

新
井
信
之
『
竹
取
物
語
の
研
究
　
本
文
篇
』
国
書
出
版
、
一
九
四
四
年
（
底
本
）

南
波
浩
　
日
本
古
典
全
書
『
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
〇
年

中
田
剛
直
『
古
本
竹
取
物
語
』
大
修
館
書
店
、
一
九
六
八
年
、『
竹
取
物
語
の
研
究
　
校
異
篇
・
解
説
篇
』
塙
書
房
、
一
九
六
五
年

吉
川
理
吉
『
古
本
竹
取
物
語
校
註
解
説
』
龍
谷
大
学
国
文
学
会
出
版
部
、
一
九
五
四
年

王
朝
物
語
史
研
究
会
『
竹
取
物
語
本
文
集
成
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年

○
本
文
に
つ
い
て

本
文
に
関
し
て
は
、
古
本
系
統
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
、
①
伝
後
光
院
宸
翰
古
筆
切
本
文
、
②
新
井
本
、
③
三
手
文
庫
本
、
④
東
海
大

学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
本
、
お
よ
び
、
流
布
本
系
の
⑤
天
理
図
書
館
蔵
武
藤
本
、
⑥
里
村
紹
巴
本
の
優
先
順
位
を
以
て
、
新
井
本
を
底

本
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
書
写
状
態
に
照
ら
し
て
本
文
を
再
建
し
た
。
原
則
的
に
古
本
系
統
内
の
系
統
別
多
数
決
に
よ
る
が
、
底
本
本
文
の

欠
損
部
分
に
関
し
て
は
、
伝
後
光
院
宸
翰
古
筆
切
本
文
、
お
よ
び
流
布
本
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
訂
し
た
（
本
行
に
〈
　
〉
で
表
記
）。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
は
現
行
『
竹
取
物
語
』
校
訂
本
文
中
で
も
最
大
の
本
文
量
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
諸
本
に
異
同
の
多
い

場
合
は
、
注
釈
に
そ
の
旨
を
注
記
し
て
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

※
　
直
接
の
本
文
デ
ー
タ
は
、
上
原
作
和
「
古
本
　
竹
取
物
語
　〈
新
井
信
之
旧
蔵
『
竹
取
物
語
』
校
訂
本
文
〉」
に
よ
る
。

※
　
本
文
校
訂
の
方
針
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
新
井
氏
、
南
波
氏
、
中
田
氏
の
釈
文
が
異
な
る
場
合
は
、
原
則
多
数
決
に
よ
り
、
三
者
が
異
な
る
場
合
は
新
井
氏
の
そ
れ
に
従
っ
た
。

・
本
文
を
改
訂
し
た
場
合
は
、「
見
えら

む
」
の
よ
う
に
、
底
本
の
形
を
傍
書
と
し
て
示
し
た
。

・
底
本
本
文
に
送
り
が
な
が
な
い
場
合
、「
給
〈
ふ
〉」
の
よ
う
に
〈
　
〉
で
こ
れ
を
補
っ
た
。

・
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
し
た
場
合
、「
竹
取と
り

」
の
よ
う
に
元
の
ひ
ら
が
な
を
ル
ビ
で
示
し
た
。
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・
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
場
合
、「
ら覧む
」
の
よ
う
に
元
の
漢
字
を
傍
書
と
し
て
示
し
た
。

・
か
な
遣
い
が
歴
史
的
か
な
遣
い
と
異
な
る
場
合
、「
家
い
へ（
ゑ
）」

の
よ
う
に
元
の
表
記
を
ル
ビ
内
に
（
　
）
で
示
し
た
。

※
　
本
文
校
訂
・
注
釈
・
解
説
の
執
筆
は
上
原
作
和
が
行
い
、
山
岸
健
二
が
校
閲
、
安
藤
徹
・
外
山
敦
子
が
補
訂
し
た
。

※
　
本
文
・
注
釈
編
に
掲
載
し
た
絵
図
は
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
絵
巻
の
使
用
を
許
可
し
て

下
さ
っ
た
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

○
現
代
語
訳
に
つ
い
て

訳
出
に
際
し
て
は
、
学
術
上
の
知
見
に
照
ら
し
て
な
る
べ
く
正
確
な
訳
文
と
な
る
よ
う
心
が
け
た
。
意
訳
を
避
け
、
原
文
の
語
順
も
な

る
べ
く
そ
の
ま
ま
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
に
も
意
味
が
と
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
限
り

で
は
な
い
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
原
則
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

・
時
制
・
待
遇
表
現
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
原
文
に
近
く
な
る
よ
う
努
め
た
。
な
お
、
地
の
文
の
文
末
を
す
べ
て
敬
体
（
い
わ
ゆ
る
「
で
す
・

ま
す
」
体
）
で
訳
す
こ
と
は
し
な
い
。

・
作
中
人
物
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
当
該
部
分
前
後
の
原
文
に
み
え
る
呼
称
を
そ
の
ま
ま
訳
文
の
中
で
も
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
原
文
で
は
多
く
の
場
合
、
主
体
等
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
訳
文
で
は
こ
れ
を
適
宜
補
っ
た
。

・
作
中
人
物
の
心
内
の
言
葉
は
、
明
確
に
当
の
人
物
の
心
内
の
言
葉
と
し
て
く
く
れ
る
場
合
と
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
（
語
り
手
も
し
く
は
書

き
手
の
言
葉
と
し
て
も
と
ら
え
う
る
場
合
）
と
が
あ
る
。
本
書
の
現
代
語
訳
で
は
、
試
み
に
、
前
者
の
部
分
に
は
実
線
を
傍
ら
に
付
し
、
後

者
の
部
分
に
つ
い
て
は
破
線
を
傍
ら
に
付
し
た
。
た
だ
し
、
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
微
妙
な
部
分
が
多
く
、
異
な
る
と
ら
え
方
も
あ
り
う
る

こ
と
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

※
　
現
代
語
訳
は
、
安
藤
徹
・
外
山
敦
子
・
櫻
井
清
華
の
三
名
で
分
担
し
、
全
体
を
安
藤
が
調
整
し
、
上
原
と
外
山
が
補
訂
し
た
。

※
　
詞
書
翻
刻
は
櫻
井
が
担
当
し
、
安
藤
が
補
訂
し
た
。

※
　
絵
巻
場
面
の
解
説
は
櫻
井
が
担
当
し
、
外
山
が
補
訂
し
た
。

※
　
絵
巻
場
面
・
構
図
比
較
一
覧
表
は
櫻
井
が
担
当
し
、
上
原
が
補
訂
し
た
。
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